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デザイン新潮流

「
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
」
と
い
う
語
は
日
本
語
で
は
「
景
観
」
「
風
景
」
「
景
色
」
と
訳
さ
れ
る
。
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
は
、
自
然
の
風
景
で

あ
っ
た
り
、
自
然
ら
し
い
都
市
の
風
景
で
あ
っ
た
り
、
人
々
に
よ
っ
て
「
自
然
」
と
認
識
さ
れ
る
よ
う
な
風
景
で
あ
る
だ
ろ
う
[

r

]

。
こ

れ
は
一
八
世
紀
に
英
国
で
発
達
し
た
風
景
式
庭
園
が
「
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
・
ガ
ー
デ
ン
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
「
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー

プ
」
が
風
景
論
や
庭
園
の
意
味
論
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
確
立
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。

A
.
J
・
ダ
ウ
ニ
ン
グ
（
ど
1
d
r
e
w
J
a
c
k
s
o
n
 D
o
w
n
i
n
g
,
 

一
八
一
五
ー
一
八
五
二
）
は
、
風
景
式
庭
園
は
芸
術
家
が
最
上
の
自
然
美
を
統
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
ま
れ
、
洗
練
さ
れ
た
精
神
を
育
て

る
と
述
べ
る
。
こ
こ
で
は
風
景
式
庭
園
は
自
然
ら
し
く
作
ら
れ
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
理
想
と
し
て
ピ
ク
チ
ャ
レ
ス
ク
が
挙
げ
ら
れ
て
い

る
[
3
。
彼
の
文
章
か
ら
は
、
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
が
自
然
美
の
賞
賛
と
結
び
つ
い
て
い
る
の
が
読
み
取
れ
る
。

ダ
ウ
ニ
ン
グ
の
時
代
は
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
観
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
の
過
渡
期
で
あ
っ
た
。
同
時
期
か
ら
、
「
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
」
は

都
市
論
な
ど
に
お
い
て
も
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
り
、
「
景
観
」
と
し
て
そ
の
定
義
の
幅
が
広
が
る
。
実
際
に
も
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
セ
ン
ト
ラ
ル
・
パ
ー
ク
(
-
八
七
一
一
一
年
開
園
）
を
設
計
し
た

F
.
L
・
オ
ル
ム
ス
テ
ッ
ド

(
F
r
e
d
e
r
i
c
k
L
a
w
 O
l
m
s
t
e
d
,
 I

八
ニ
ニ
ー
一
九
0
三）

が
、
歴
史
上
初
め
て
職
名
と
し
て
「
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
・
ア
ー
キ
テ
ク
ト
」
を
名
乗
っ
た
こ
と
か
ら
、
従
来
使
用
さ
れ
て
い
た
「
ラ
ン
ド

ス
ケ
ー
プ
・
ガ
ー
デ
ナ
ー
」
な
ど
と
区
別
し
て
「
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
・
デ
ザ
イ
ナ
ー
」
や
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
・
ア
ー
キ
テ
ク
ト
と
い
っ

た
職
名
が
誕
生
し
た
。
そ
れ
に
付
随
し
て
、
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
の
焦
点
が
個
人
の
庭
園
か
ら
公
共
的
な
風
景
デ
ザ
イ
ン
ヘ
と
転
じ
て
い

く
。
一
九
一

0
年
に
は
、
現
在
も
刊
行
中
の
ア
メ
リ
カ
の
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
・
ア
ー
キ
テ
ク
ト
雑
誌
、
『
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
・
ア
ー
キ
テ

ク
チ
ュ
ア
・
マ
ガ
ジ
ン
』
が
創
刊
さ
れ
た
。
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
が
都
市
ス
ケ
ー
ル
で
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
二

0
0
0年
に
は
「
ラ

ン
ド
ス
ケ
ー
プ
・
ア
ー
バ
ニ
ズ
ム
」
と
い
う
都
市
計
画
理
論
も
確
立
し
て
お
り
因
、
都
市
に
お
い
て
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
論
の
展
開
が
時

代
の
湖
流
と
な
る
。

都
市
計
画
に
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
が
流
入
し
て
き
た
の
は
、
都
市
に
視
覚
的
効
果
や
景
観
的
特
徴
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
か

ら
で
あ
り
、
都
市
の
「
枠
」
化
と
も
言
え
る
。

G

・
オ
ス
マ
ン

(
G
e
o
r
g
e
s
,
E
u
g
e
n
e
H
a
u
s
s
m
苔
n,

一八
0
九
ー
一
八
九
一
）
の
パ
リ
改
造
計
画
に

見
ら
れ
る
よ
う
に
、
都
市
計
画
の
中
で
、
そ
の
都
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
な
る
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
の
設
定
と
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
同
士
の
接
続
、
歴

史
的
建
造
物
の
利
用
、
並
木
道
、
幾
何
学
的
構
成
、
公
共
空
間
の
設
置
な
ど
が
重
視
さ
れ
、
与
え
ら
れ
た
秩
序
の
枠
内
で
都
市
は
増
殖
し

て
い
っ
た
。
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ー

ー

ハ
イ
ラ
イ
ン
の
歴
史
的
過
程
〔
1

ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
・
デ
ザ
イ
ン
は
、
ア
メ
リ
カ
の
都
市
計
画
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
事
実
、

前
述
し
た
セ
ン
ト
ラ
ル
・
パ
ー
ク
や
、
ヘ
ン
リ
ー
・
ハ
ド
ソ
ン
・
パ
ー
ク
ウ
ェ
イ
(
-
九
一
二
七
年
完
成
）
の
よ
う
な
公
共
空
間
が
数
多
く
生

み
出
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
公
共
空
間
の
一
っ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
空
中
公
園
で
あ
る
ハ
イ
ラ
イ
ン
に
焦
点
を
当
て
、
構

造
的
な
特
性
及
び
コ
ン
セ
プ
ト
や
コ
ン
テ
ン
ツ
の
選
択
な
ど
を
分
析
し
、
そ
こ
か
ら
現
代
的
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
を
考
察
す
る
。
ハ
イ
ラ
イ

ン
は
歴
史
的
建
造
物
の
保
存
を
目
的
の
一
っ
と
し
て
い
る
の
で
、
ま
ず
ハ
イ
ラ
イ
ン
建
設
に
至
る
歴
史
を
概
観
し
、
ハ
イ
ラ
イ
ン
の
特
徴

を
そ
の
歴
史
と
照
合
す
る
。
さ
ら
に
そ
の
特
徴
や
コ
ン
セ
プ
ト
か
ら
、
ハ
イ
ラ
イ
ン
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
都
市
計
両
と
現
代
の
ラ
ン
ド
ス

ケ
ー
プ
観
に
与
え
て
い
る
影
響
を
分
析
し
、
今
後
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
の
分
野
が
ど
の
よ
う
に
広
が
っ
て
い
く
の
か
を
示
唆
し
て
本
論
を
締

め
た
い
。

ハ
イ
ラ
イ
ン
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
地
区
の
西
側
に
あ
る
高
架
貨
物
鉄
道
跡
を
再
利
用
・
再
開
発
し
た
空
間
で
、
現
在

は
全
長
ニ
・
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
線
形
空
中
公
園
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。
高
層
ビ
ル
の
合
間
を
縫
う
空
中
遊
歩
道
と
言
え
ば
分
か
り
良

い
だ
ろ
う
頁
1
・
2
]
。
廃
線
を
ど
の
よ
う
に
再
利
用
す
る
か
と
い
う
ア
イ
デ
ア
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
第
一
位
を
獲
得
し
た
案
に

従
っ
て
着
手
し
、
二

0
一
四
年
に
全
面
的
に
完
成
し
た
。
現
在
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
所
有
の
も
と
、
「
フ
レ
ン
ズ
・
オ
ブ
・
ハ
イ
ラ
イ

ン
(
F
r
i
e
n
d
s
of t
h
e
 H
i
g
h
 L
i
n
e
)
」
と
い
う
非
営
利
団
体
が
保
存
と
運
営
を
行
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
ま
ず
ハ
イ
ラ
イ
ン
建
設
に
あ
た
る
歴
史
を
概
観
し
た
い
。
ハ
イ
ラ
イ
ン
の
開
始
地
点
は
ミ
ー
ト
バ
ッ
キ
ン
グ
地
区

(
M
e
a
t
p
a
c
k
-

ing District)

で
あ
る
。
こ
の
地
域
は
古
く
か
ら
製
肉
工
場
や
倉
庫
街
と
し
て
栄
え
て
お
り
、
一
九
世
紀
に
は
貨
物
列
車
が
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン

南
部
に
食
品
を
運
ん
で
い
た
。
し
か
し
鉄
道
線
路
が
一
般
道
路
と
同
じ
レ
ベ
ル
を
走
っ
て
い
た
た
め
、
交
通
量
の
増
加
と
と
も
に
交
通

事
故
が
頻
発
し
、
一

0
番
街
は
「
死
の
通
り

(
D
e
a
t
h
A
v
e
n
u
e
)
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
属
3
]
。
ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ド
の
改
良
計
画
が

ー

ー

ー

ー

ー

ー

一
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
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I図1

建築物に挟まれた空中遊歩道の体をなすハイライン

筆者撮影 (2015年1月）

I図2

ハイラインの観光図

（フレンズ・オプ・ハイライン公式HPより）

I図3

19世紀の貨物列車沿線の様子

（フレンズ・オプ・ハイライン公式HPより）
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員
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最
初
に
始
ま
っ
た
の
は
一
九
二
四
年
で
、
こ
う
し
た
事
故
を
減
ら
す
た
め
道
路
か
ら
鉄
道
線
路
が
除
去
さ
れ
る
こ

と
と
な
る
。
一
九
二
九
年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
セ
ン
ト
ラ
ル
鉄
道

(
N
e
w
Y
o
r
k
 Central 
Railroad)
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
が
、
ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ド
開
発
計
画
に
合
意
し
て
ハ
イ
ラ
イ
ン
の
建
設
が
決
定
し
た
。
こ
の
再
開
発

で
鉄
道
路
線
が
全
面
高
架
と
な
り
、
食
品
加
工
場
や
倉
庫
に
直
結
す
る
形
で
貨
物
を
運
ぶ
よ
う
に
な
る
。

そ
の
後
主
要
な
輸
送
手
段
が
ト
ラ
ッ
ク
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
貨
物
鉄
道
の
稼
働
率
は
減
少
し
、
一
九
八

0
年
に

は
全
運
行
が
廃
止
と
な
る
。
ハ
イ
ラ
イ
ン
は
放
置
さ
れ
都
市
開
発
に
よ
り
一
部
撤
去
さ
れ
た
り
、
周
辺
地
域
が
廃
れ

て
麻
薬
や
風
俗
業
が
横
行
す
る
な
ど
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
地
区
は
荒
ん
で
い
っ
た
。
一
九
九
九
年
に
ハ
イ
ラ
イ
ン
の

オ
ー
ナ
ー
で
あ
る

C
S
X
鉄
道
（
貨
物
鉄
道
会
社
）
が
ハ
イ
ラ
イ
ン
再
利
用
の
提
案
を
受
け
入
れ
た
が
、
当
時
は
多
く

の
市
民
が
、
ハ
イ
ラ
イ
ン
は
古
い
時
代
の
産
物
で
無
用
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
当
時
の

R
・
ジ
ュ
リ
ア
ー
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図41
20世紀の見捨てられたハイライン

（フレンズ・オブ・ハイライン公式HPより）

ハ
イ
ラ
イ
ン
は
パ
リ
の
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
・
プ
ラ
ン
テ
や
シ
カ
ゴ
の
ミ
レ
ニ
ア
ム
・
パ
ー
ク
と
い
っ
た
前
例
に
範
を
取
り
構
想
さ
れ
た
。

プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
・
プ
ラ
ン
テ
は
高
架
線
跡
を
初
め
て
公
共
空
間
と
し
た
事
例
で
あ
り
、
一
九
三
三
年
に
公
開
さ
れ
て
い
る
。
ミ
レ
ニ
ア

ム
・
パ
ー
ク
は

F
・
ゲ
ー
リ
ー

(Fr
苔
k

O
w
e
n
 G
e
h
r
y
)

を
中
心
に
、
二

0
0
四
年
に
仕
上
げ
ら
れ
た
、
憩
い
の
場
と
芸
術
の
融
合
空
間
で

あ
る
。
二

0
0
四
年
に
ハ
イ
ラ
イ
ン
の
デ
ザ
イ
ン
チ
ー
ム
と
し
て
選
ば
れ
た
主
な
メ
ン
バ
ー
は
①
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
拠
点
と
し
、
ラ
ン
ド

現代的ランドスケープと公共空闇

ー

ー

ー

員ヽ
・

ー

ハ
イ
ラ
イ
ン
の
特
徴
と
コ
ン
セ
プ
ト

二
市
長

(
R
u
d
o
l
p
h
W
i
l
l
i
a
m
 Louis Giuliani)

は
二

0
0
一
年
に
ハ
イ
ラ
イ
ン
解
体
手
続
き
承
認
の
サ
イ
ン
を
し

た
。
し
か
し
こ
の
野
草
が
繁
茂
す
る
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
の
美
し
さ
属
4
]

に
感
化
さ
れ
た
近
隣
住
民
の

J
・
デ

イ
ビ
ッ
ド

(Joshua
D
a
v
i
d
)

と

R
・
ハ
モ
ン
ド

(Robert
H
a
m
m
o
n
d
)

が
ハ
イ
ラ
イ
ン
を
公
共
空
間
と
し
て
保
護

し
再
利
用
す
る
こ
と
を
提
唱
し
、
フ
レ
ン
ズ
・
オ
ブ
・
ハ
イ
ラ
イ
ン
を
創
設
。
ハ
イ
ラ
イ
ン
の
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー

プ
的
美
し
さ
と
歴
史
的
価
値
は
次
第
に
認
め
ら
れ
、
市
民
二
人
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
た
活
動
に
心
を
動
か
さ
れ

た
多
く
の
サ
ポ
ー
タ
ー
が
本
団
体
に
投
資
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
二

0
0
三
年
に
は
ハ
イ
ラ
イ
ン
に
か

ん
す
る
意
見
交
換
と
フ
レ
ン
ズ
・
オ
ブ
・
ハ
イ
ラ
イ
ン
に
よ
る
設
計
競
技
が
行
わ
れ
、
三
六
以
上
の
国
か
ら
七

二

0
も
の
ア
イ
デ
ア
が
寄
せ
ら
れ
た
。
こ
の
企
画
は
強
く
人
々
の
関
心
を
引
き
、
そ
の
翌
年
に
は
当
時
の

M
.

ブ
ル
ー
ム
バ
ー
グ
市
長

(
M
i
c
h
a
e
l
R
u
b
e
n
s
 B
l
o
o
m
b
e
r
g
)

と
市
議
会
が
ハ
イ
ラ
イ
ン
の
た
め
特
別
な
ゾ
ー
ニ
ン
グ

を
承
認
し
、
公
園
と
し
て
使
用
す
る
と
い
う
案
が
推
し
進
め
ら
れ
た
。
こ
こ
で
選
ば
れ
た
デ
ザ
イ
ン
チ
ー
ム

に
よ
っ
て
、
二

0
0九
年
に
第
一
セ
ク
シ
ョ
ン
（
ガ
ン
ゼ
ヴ
ォ
ー
ト
・
ス
ト
リ
ー
ト
ー
ニ

0
丁
目
）
、
二

0
1
―
年
に

第
ニ
セ
ク
シ
ョ
ン
（
二

0
丁
目
i-
―10
丁
目
）
、
二

0
一
四
年
に
第
三
セ
ク
シ
ョ
ン
（
鉄
道
操
車
場
。
―
―

1
0丁
目
＼
―
-
四
丁

目
、
一

0
番
街
S
ご
一
番
街
）
が
完
成
・
公
開
さ
れ
、
現
在
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
存
在

と
な
っ
て
い
る
。

ー

ー

ー

ー
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闘

I
5

I図5

15-16丁目のチェルシー・マーケット・パッセージ

(Chelsea Market Passage) 

（フレンズ・オプ・ハイライン公式HPより）

ス
ケ
ー
プ
・
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ュ
ア
と
都
市
景
観
設
計
に
主
眼
を
置
く
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
コ
ー
ナ
ー
・
フ
ィ
ー
ル
ド
・
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

ズ

合
m
e
s
C
o
r
n
e
r
 Field O
p
e
r
a
t
i
o
n
s
)
、
②
建
築
や
舞
台
芸
術
を
統
合
し
た
学
際
的
な
デ
ザ
イ
ン
ス
タ
ジ
オ
で
あ
る
、
デ
ィ
ラ
ー
・
ス
コ
フ
ィ

デ
ィ
オ
・
ア
ン
ド
・
レ
ン
フ
ロ

(
D臣
ler
S
c
o
f
i
d
i
o
+
R
e
n
f
r
o
 I
D
S
+
R
)
、
③
オ
ラ
ン
ダ
出
身
の
造
園
家
か
つ
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
・
デ
ザ
イ
ナ
ー
、

P
・
オ
ウ
ド
ル
フ

(Piet
O
u
d
o
l
f
)

で
あ
っ
た
。
特
に
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
コ
ー
ナ
ー
・
フ
ィ
ー
ル
ド
・
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
は
一
九
九
八
年
に

設
立
さ
れ
た
若
い
組
織
で
、
チ
ー
ム
に
新
し
い
風
を
吹
き
込
ん
だ
。
デ
ザ
イ
ン
チ
ー
ム
は
「
シ
ン
プ
ル
か
つ
野
性
の
ま
ま
に
、
ゆ
っ
く
り

静
か
に

(
K
e
e
p
it 
Simple, K
e
e
p
 it 
W
i
l
d
,
 K
e
e
p
 it 
Slow, a
n
d
 K
e
e
p
 it 
Q
u
i
e
t
)
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
を
掲
げ
て
設
計
を
行
っ
た
。

ハ
イ
ラ
イ
ン
に
は
大
き
く
分
け
て
三
つ
の
特
徴
が
見
ら
れ
る
。
第
一
に
、
「
地
域
の
産
業
史
を
感
じ
さ
せ
る
構
造
物
」
と
い
う
ユ
ニ
ー

ク
さ
を
備
え
て
い
る
点
で
あ
る
。
古
い
線
路
跡
や
枕
木
が
当
時
の
面
影
を
侑
彿
と
さ
せ
る
だ
け
で
は
な
く
、
貨

物
鉄
道
時
代
、
線
路
が
工
場
や
倉
庫
内
部
に
直
結
し
て
い
た
様
子
を
現
在
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
属
5
]
。
現

代
の
風
景
に
溶
け
込
み
つ
つ
場
の
記
憶
を
未
来
に
残
す
こ
と
で
、
ハ
イ
ラ
イ
ン
は
過
去
と
現
在
、
そ
し
て
未
来

を
つ
な
げ
る
空
間
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。
典
味
深
い
こ
と
に
、
こ
の
ハ
イ
ラ
イ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
近
隣
の

不
動
産
開
発
を
活
性
化
さ
せ
、
新
し
い
建
築
物
が
相
次
い
で
建
設
さ
れ
た
り
多
く
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
集
ま
る

な
ど
、
不
穏
な
地
域
と
さ
れ
て
い
た
区
両
一
帯
が
新
し
い
商
業
の
街
、
そ
し
て
ア
ー
ト
の
街
と
し
て
大
き
く

生
ま
れ
変
わ
っ
た
。
ゲ
ー
リ
ー
の

I
A
C
本
社
ビ
ル
、

J
．
ヌ
ー
ヴ
ェ
ル

(Je
苔
N
o
u
v
e
l
)

の
高
級
コ
ン
ド
ミ
ニ

ア
ム
、

R
・
ピ
ア
ノ

(
R
e
n
z
o
P
i
a
n
o
)

設
計
の
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
美
術
館
の
別
館
な
ど
が
そ
の
最
た
る
例
で
あ
る
。

ミ
ー
ト
バ
ッ
キ
ン
グ
エ
リ
ア
の
中
心
施
設
で
あ
る
チ
ェ
ル
シ
ー
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
、
オ
レ
オ
ク
ッ
キ
ー
工
場
を

改
造
し
た
室
内
型
巨
大
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
、
配
管
や
古
い
ビ
ル
特
有
の
汚
れ
た
様
相
を
巧
み
に
利
用
し
た
独
特
な

ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
溢
れ
る
雰
囲
気
で
人
を
惹
き
つ
け
て
い
る
。
こ
こ
も
過
去
が
現
在
に
つ
な
が
る
空
間
で
あ
る
。

ハ
イ
ラ
イ
ン
の
特
徴
の
二
番
目
と
し
て
、
優
れ
た
景
観
デ
ザ
イ
ン
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
は
①

ハ
イ
ラ
イ
ン
上
の
景
観
、
②
ハ
イ
ラ
イ
ン
か
ら
の
景
観
、
③
外
か
ら
の
ハ
イ
ラ
イ
ン
の
景
観
、
の
い
ず
れ
に

も
考
え
抜
か
れ
た
構
成
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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ー

ー

ハ
イ
ラ
イ
ン
で
は
、
線
路
や
枕
木
、
鉄
道
の
桁
の
骨
組
み
な
ど
、
当
時
使
用
さ
れ
て
い
た
資
材
を
そ
の
ま
ま
再
利
用
し
て
い
る
も
の
も

多
い
。
使
用
す
る
資
材
に
つ
い
て
は
、
「
通
常
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
で
規
格
が
決
め
ら
れ
て
い
る
が
、
「
ハ
イ
ラ
イ
ン
は
単
な
る
公
園
で
は
な

く
、
ア
ー
ト
だ
。
」
と
い
う
市
の
」
[
竺
柔
軟
な
判
断
に
よ
り
、
規
格
外
の
床
材
な
ど
が
認
め
ら
れ
て
い
る
o

つ
ま
り
歴
史
を
ア
l
卜
と
い

う
手
法
に
よ
っ
て
蘇
ら
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
の
他
の
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
植
栽
は
重
要
で
あ
る
。
多
年
草
や
樹
木
や
花
な
ど
が
、
適
応
力
、
色
、
季
節
ご
と
の
変
化
な
ど
様
々
な

要
素
を
考
慮
し
て
選
定
さ
れ
て
い
る
。
特
に
高
架
が
使
用
さ
れ
な
く
な
っ
た
後
に
線
路
上
で
自
生
し
て
い
た
植
物
は
、
ハ
イ
ラ
イ
ン
の

ル
ー
ツ
と
も
言
え
る
た
め
、
他
の
草
花
と
の
相
性
が
検
証
さ
れ
つ
つ
保
存
さ
れ
た
。
二

0
一
六
年
に
は
約
四

0
0種
の
異
な
る
植
物
が

育
ち
[
`
現
在
で
は
五

0
0種
類
以
上
の
植
物
や
樹
木
が
生
い
茂
る
緑
の
道
と
な
っ
て
い
る
。
植
栽
デ
ザ
イ
ン
担
当
の
オ
ウ
ド
ル
フ
は
、

植
物
が
自
身
の
力
で
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
持
続
可
能
な
空
間
を
目
標
と
し
て
い
た
も
の
の
、
現
状
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
フ
ル
タ
イ
ム

の
庭
師
に
よ
っ
て
常
に
植
物
の
手
入
れ
が
な
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
ハ
イ
ラ
イ
ン
に
は
多
く
の
滞
在
型
ツ
ー
ル
が
あ
る
。
劇
場
型
ベ
ン
チ
、
階
段
式
ベ
ン
チ
、
水
流
内
に
置
か
れ
た
ベ
ン
チ
、
サ
ン

デ
ッ
キ
、
芝
生
、
「
オ
ー
バ
ー
ル
ッ
ク
」
と
呼
ば
れ
る
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
な
ど
、
そ
の
場
に
と
ど
ま
り
た
い
、
設
置
ツ
ー
ル
を
使
用
し
た

い
、
と
思
わ
せ
る
特
徴
的
な
空
間
が
随
所
に
設
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
ハ
イ
ラ
イ
ン
設
計
の
際
に
モ
デ
ル
に
し
た
パ
リ
の
プ
ロ
ム

ナ
ー
ド
・
プ
ラ
ン
テ
に
ベ
ン
チ
が
少
な
い
と
い
う
反
省
点
を
活
か
し
た
結
果
で
あ
ろ
う
。
屋
台
の
よ
う
な
飲
食
店
や
ア
ー
ト
も
点
在
し
、

訪
問
者
が
滞
在
時
間
を
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に
変
動
さ
せ
ら
れ
る
工
夫
も
な
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
ハ
イ
ラ
イ
ン
上
は
様
々
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
使
用
し
、
各
区
間
に
異
な
る
デ
ザ
イ
ン
が
施
さ
れ
て
い
る
た
め
、
そ
の
風
景

の
変
化
に
よ
っ
て
訪
問
者
を
飽
き
さ
せ
る
こ
と
が
な
い
と
い
う
特
性
を
持
つ
。

ハ
イ
ラ
イ
ン
に
は
幾
つ
か
の
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
人
々
が
遠
く
広
が
る
風
景
や
眼
下
の
景
色
を
見
下
ろ
す
機
能
が

ー

ー

②
ハ
イ
ラ
イ
ン
か
ら
の
景
観

①
ハ
イ
ラ
イ
ン
上
の
景
観

ー

ー

ー

ー
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こ
れ
は
都
市
計
画
全
体
に
ハ
イ
ラ
イ
ン
を
位
置
付
け
た
と
き
に
理
解
で
き
よ
う
。
例
え
ば
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
美
術
館
は
、

ラ
イ
ン
の
南
端
と
呼
応
す
る
よ
う
類
似
の
素
材
を
使
用
し
て
ハ
イ
ラ
イ
ン
と

の

一
体
感
を
醸
し
出
し
て
い
る
祠
7
]
。
ハ
イ
ラ
イ
ン
を
ま
た
ぐ
よ
う
に
作

ら
れ
た
ホ
テ
ル
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
ハ
イ
・
ラ
イ
ン

•
N
Y
C

は
、
あ
た
か

も
大
き
く
開
い
た
書
物
の
よ
う
に
ハ
イ
ラ
イ
ン
を
飲
み
込
ん
で
お
り
、
そ
の

特
徴
的
な
姿
は
鳥
轍
図
的
に
上
空
か
ら
眺
め
ら
れ
て
こ
そ
そ
の
魅
力
が
発
揮

さ
れ
る
。
ハ
イ
ラ
イ
ン
を
外
か
ら
見
る
と
い
う
視
点
が
さ
ら
に
ハ
イ
ラ
イ
ン

の
醍
醐
味
を
深
め
る
こ
と
と
な
る
。

最
後
に
、
三
番
目
の
特
徴
と
し
て
市
民
参
加
型
の
取
り
組
み
が
挙
げ
ら
れ

る
。
種
々

の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
ツ
ア
ー
、
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
、
テ
ィ
ー
ン

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
多
様
な
形
で
参
与
し
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
芸
術
・

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
活
動
に
無
料
で
場
を
提
供
し
て
い
る
。
公
共
空
間
が
周
辺

地
域
の
経
済
や
人
々
の
活
動
を
活
性
化
さ
せ
る
と
い
う
点
と
、
ハ
イ
ラ
イ
ン

自
身
が
生
き
残
っ
て
い
く
た
め
の
十
分
な
利
益
を
生
ん
で
い
る
と
い
う
点

冒
6

冒
7

l図6

16-18丁目の 10番街ピューポイント

(10th Avenue Square & Overlook) 

筆者撮影 (2015年1月）

I図7

ハイラインの開始地点とホイットニー美術館

（ホイットニー美術館公式HPよりhttps://whitney.org)

③
外
か
ら
の
ハ
イ
ラ
イ
ン
の
景
観

ハ
イ

付
与
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
ポ
イ
ン
ト
は
多
く
設
置
さ
れ
て
お
り
扇
6
]
、
見
ら
れ
る
対
象
と
見
る
対
象
が
入
れ
替
わ
り
つ

つ
視
線
が
複
雑
に
交
錯
す
る
。
さ
ら
に
は
、
下
の
景
色
の
み
な
ら
ず
、
樹
木
や
壁
を
低
く
し
て
上
空
を
も
眺
め
る
こ
と
が
可
能

な
よ
う
に
設
計
さ
れ
て
い
る
区
間
も
あ
る
。
両
側
か
ら
高
い

ビ
ル
に
挟
ま
れ
つ
つ
、
そ
の
中
空
を
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ス
カ
イ
ラ

イ
ン
に
向
け
て
伸
び
る
道
は
、
己
が
立
っ
て
い
る
場
所
を
揺
る
が
す
か
の
よ
う
な

一
種
の
錯
覚
を
生
む
。
ま
た
、
建
物
の
三
階

で
生
活
す
る
人
々
と
建
物
の
外
か
ら
目
を
合
わ
せ
る
と
い
う
行
為
が
可
能
な
の
は
、
地
上
九
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
に
作
ら
れ
た
ハ

イ
ラ
イ
ン
な
ら
で
は
で
あ
る
。



論考 098 
佐藤紗良

図8 | 

ガンゼヴォート・ウッドランド、線路から木々が生えている様子

（フレンズ・オブ・ハイライン公式HPより）

現代的ランドスケープと公共空闇

ー

ー

ー

ー

ー

ー

閾
8

ー

ハ
イ
ラ
イ
ン
の
植
栽
を
担
当
し
た
オ
ウ
ド
ル
フ
は
、
ハ
イ
ラ
イ
ン
に
は
複
数

の
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ど
こ
か
ら
で
も
庭
園
に
入
っ
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
も
の
の
、
ガ
ン
ゼ
ヴ
ォ
ー
ト
・
ス
ト
リ
ー
ト
の
階
段
は
開
始
地
点
と

し
て
最
も
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
場
所
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
[
凸
o

こ
こ
は
「
ガ

ン
ゼ
ヴ
ォ
ー
ト
・
ウ
ッ
ド
ラ
ン
ド

(Gansevoort
W
o
o
d
l
a
n
d
)
」
と
呼
ば
れ
、
一

九
八

0
年
代
に
冷
凍
倉
庫
だ
っ
た
場
所
を
ア
パ
ー
ト
に
改
造
す
る
た
め
線
路

が
遮
断
さ
れ
た
箇
所
で
あ
る
[
渭
]
o

外
観
は
道
が
唐
突
に
な

vな
っ
て
い
る
よ

う
に
見
え
る
が
、
そ
れ
が
意
外
性
を
生
み
、
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
美
術
館
と
の
融

合
と
と
も
に
こ
の
区
画
の
風
物
詩
と
な
っ
て
上
下
の
人
々
の
視
線
を
絡
ま
せ

る
。
こ
う
し
た
仕
掛
け
が
各
ポ
イ
ン
ト
に
設
置
さ
れ
て
い
る
公
共
空
間
は
現
代

ア
ー
ト
の
よ
う
で
も
あ
り
、
他
人
同
士
が
一
瞬
心
を
通
わ
せ
る
場
と
し
て
新
し

い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
あ
り
方
を
提
示
し
て
い
る
。

さ
ら
に
こ
の
ガ
ン
ゼ
ヴ
ォ
ー
ト
の
階
段
を
登
り
き
っ
た
先
に
は
文
明
と
自

然
の
渾
然
一
体
化
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
ハ
イ
ラ
イ
ン
で
最
大
の
目
玉
と
も
言

え
る
こ
の
空
間
で
は
線
路
か
ら
植
物
や
木
が
生
え
出
て
お
り
、
都
市
に
い
な
が

ら
に
し
て
雑
木
林
に
分
け
人
る
と
い
う
体
験
を
訪
問
者
に
提
供
す
る
よ
う
デ

ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
る
〔
竺
属
8
]
。
産
業
構
造
物
と
し
て
生
み
出
さ
れ
た
と
い
う

ー

現
代
的
な
公
共
空
間
と
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ

で
、
空
間
自
体
の
持
続
可
能
性
の
モ
デ
ル
と
も
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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さ
ら
に
、

歴
史
を
後
世
に
伝
え
る
こ
と
、

そ
し
て
野
生
植
物
を
生
か
す
こ
と
が
そ
の
ま
ま
体
現
さ
れ
て
い
る
空
間
で
あ
る
。

オ
ウ
ド
ル
フ
は
造
園
家
で
あ
っ
た

w
．
ロ
ビ
ン
ソ
ン

(Wi巨
m
Robinson,

―
八
三
八
ー
一
九
三
五
）

ぎ
ld
G
a
r
d
e
,

こ
8
7
0
)

に
影
響
を
受
け
て
お
り
、
そ
の
指
針
は
ハ
イ
ラ
イ
ン
に
も
流
れ
込
ん
で
い
る
日
。
ロ
ビ
ン
ソ
ン
の
考
え
る
ワ
イ
ル

ド
・
ガ
ー
デ
ン
と
は
、
「
在
来
種
と
外
来
種
が
と
も
に
共
生
す
る
新
た
な
野
生
を
再
創
造
」
す
る
こ
と
巴
で
あ
り
、
郊
外
の
「
景
観
」
の

変
化
を
想
定
し
て
、
外
来
種
を
庭
そ
の
も
の
で
は
な
く
林
や
野
原
に
帰
化
さ
せ
る
こ
と
[
竺
で
あ
っ
た
o

オ
ゥ
ド
ル
フ
自
身
は
ヽ
ロ
ビ
ン

ソ
ン
の
ワ
イ
ル
ド
・
ガ
ー
デ
ン
を
、
「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
植
物
の
複
合
体
」
と
理
解
し
て
お
り
、
「
い
か
な
る
状
態
で
も
繁
茂
す
る
こ
と
が
で

き
る
多
年
生
植
物
の
混
合
を
企
図
し
て
い
た
」
と
す
る
[
巾
]
o

確
か
に
ロ
ピ
ン
ソ
ン
は
m
i
x
e
d
6
g
d
e
r
と
い
ぅ
単
語
を
使
用
し
て
「
全
て

の
庭
は
ミ
ッ
ク
ス
ボ
ー
ダ
ー
で
あ
る
べ
き
だ
」
と
述
べ
て
お
り
[
1
]

、
そ
れ
を
受
け
て
オ
ウ
ド
ル
フ
は
、
人
間
が
手
を
加
え
ず
と
も
持
続

可
能
な
植
物
の
自
生
空
間
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
据
え
て
植
栽
を
行
っ
た
円
。
環
境
問
題
の
深
刻
化
を
受
け
て
、
二

0
世
紀
後
半
か
ら
謳
わ

れ
始
め
た
「
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
」
を
改
め
て
公
共
空
間
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
位
置
付
け
る
と
い
う
指
針
も
ま
た
現
代
的
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー

プ
観
の
幕
開
け
と
な
っ
た
。

の
『
ワ
イ
ル
ド
・
ガ
ー
デ
ン
』

(
T
h
e

ハ
イ
ラ
イ
ン
の
遊
歩
道
が
「
建
築
」
、
「
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
」
、
「
都
市
」
と
い
う
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
ス
ケ
ー
ル
を
構
成
し
て
い

る
と
い
う
点
に
も
着
目
し
た
い
。
例
え
ば
オ
ウ
ド
ル
フ
が
最
も
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
場
所
で
あ
る
と
述
べ
る
ガ
ン
ゼ
ヴ
ォ
ー
ト
に
焦
点
を

当
て
る
。
前
章
で
ハ
イ
ラ
イ
ン
の
特
徴
と
し
て
述
べ
た
よ
う
に
、
後
続
の
建
築
物
は
ハ
イ
ラ
イ
ン
を
意
識
し
た
造
り
に
な
っ
て
い
る
。
特

に
ガ
ン
ゼ
ヴ
ォ
ー
ト
の
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
美
術
館
は
ハ
イ
ラ
イ
ン
に
向
か
っ
て
徐
々
に
せ
り
出
す
よ
う
な
形
態
に
な
っ
て
お
り
、
物
理
的
に

距
離
が
近
い
だ
け
で
は
な
く
、
縦
線
を
多
用
し
た
ガ
ラ
ス
張
り
の
壁
面
と
ハ
イ
ラ
イ
ン
の
鉄
筋
構
造
の
統
一
感
が
秀
逸
で
あ
る
。
さ
ら
に

ハ
イ
ラ
イ
ン
南
端
部
に
酷
似
し
た
ベ
ラ
ン
ダ
を
複
数
付
随
さ
せ
る
こ
と
で
、
唐
突
に
途
切
れ
て
い
る
ハ
イ
ラ
イ
ン
の
違
和
感
を
吸
収
す
る

役
割
を
担
っ
て
い
る
属
7
」
。
建
築
物
は
ハ
イ
ラ
イ
ン
に
寄
り
添
っ
た
り
飲
み
込
ん
だ
り
と
様
々
な
関
係
性
を
持
ち
、
ハ
イ
ラ
イ
ン
は
建

築
物
の
基
盤
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
こ
の
遊
歩
道
は
中
空
に
あ
る
か
ら
こ
そ
地
域
的
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
を
可
視
化
し
、
訪
問
者
自
身
を
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
の
中
に
位
置
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図9I 
18-20番街のチェルシー・グラスランド (Chelseagrasslands)、背景に!AC本社など特徴的な建物を臨む

（フレンズ・オブ・ハイライン公式HPより）

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー
躙
9

ー

付
け
る
こ
と
を
可
能
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
人
々
の
視
線
は
ハ
イ
ラ
イ
ン
を

超
え
て
上
下
左
右
に
伸
び
、
外
の
景
色
に
対
し
て
意
識
が
集
中
す
る
。
つ
ま

り
人
々
は
三
次
元
的
に
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
を
視
認
す
る

の
で
あ
る
。
ガ
ン
ゼ
ヴ
ォ
ー
ト
の
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
は
壁
面
を
低
く
し
、

ガ
ラ
ス
を
使
用
し
て
い
る
た
め
、
「
上
か
ら
見
下
ろ
す
」
こ
と
が
意
図
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
「
こ
の
唐
突
に
途
切
れ
る
建
築
物
」
は
そ
の
形
態
に
よ
っ

て
下
に
位
置
す
る
人
が
見
上
げ
る
視
線
方
向
を
も
指
向
し
て
い
る
。
さ
ら
に

都
市
ス
ケ
ー
ル
か
ら
見
る
と
、
ガ
ン
ゼ
ヴ
ォ
ー
ト
は
ガ
ン
ゼ
ヴ
ォ
ー
ト
・
ス

ト
リ
ー
ト
か
ら
始
ま
る
―
つ
の
巨
大
構
造
体
の
入
口
で
あ
り
、
訪
問
者
を
自

然
に
「
都
市
」
の
中
へ
と
同
化
さ
せ
る
役
割
を
持
つ
。
ハ
イ
ラ
イ
ン
は
建
築

を
際
立
た
せ
、
都
市
や
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
を
立
体
化
さ
せ
る
た
め
の
ツ
ー
ル

と
な
っ
て
街
の
景
観
を
決
定
づ
け
て
い
る
の
で
あ
る
[
噴
〗
[
図
，
悶

不
要
な
線
路
や
車
道
を
リ
メ
イ
ク
し
て
公
園
に
変
え
た
例
に
は
前
述
の

プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
・
プ
ラ
ン
テ
の
他
に
も
二

0
一
七
年
に
韓
国
の
ソ
ウ
ル
に
完

成
し
た
「
ソ
ウ
ル
ロ

7
0
1
7
」
な
ど
が
あ
る
が
、
前
者
は
む
し
ろ
住
民
の

居
住
ス
ペ
ー
ス
と
一
体
化
し
て
い
る
と
言
え
る
。
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
の
バ
ベ
ル

の
塔
を
防
彿
と
さ
せ
る
ア
パ
ル
ト
マ
ン
（
集
合
住
宅
）
を
切
断
す
る
か
の
よ

う
に
歩
道
が
延
び
る
特
徴
的
な
デ
ザ
イ
ン
や
、
ア
パ
ル
ト
マ
ン
と
の
接
合

部
分
を
持
つ
な
ど
、
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
・
プ
ラ
ン
テ
は
あ
た
か
も
居
住
ス
ペ
ー

ス
同
士
を
つ
な
ぐ
外
廊
下
や
中
庭
と
い
っ
た
面
持
ち
で
固
囲
に
溶
け
込
む
。

ま
た
、
線
路
の
再
利
用
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
が
明
確
に
可
視
化
さ
れ
て
お
ら

ず
、
囲
わ
れ
た
空
間
の
よ
う
に
一
種
の
庭
園
芸
術
と
し
て
作
ら
れ
て
い
る
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部
分
も
あ
る
。
後
者
は
運
動
ス
ペ
ー
ス
や
当
時
の
車
道
を
一
部
残
す
箇
所
も
あ
る
が
、
歩
行
者
の
移
動
に
使
用
す
る
と
い
う
機
能
的
側
面

が
強
く
見
ら
れ
る
。
遊
歩
道
で
街
と
街
を
連
結
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
徒
歩
で
の
移
動
を
よ
り
容
易
に
し
て
い
る
と
い
う
点
を
鑑
み
る

と
、
必
然
的
に
観
光
・
移
動
の
た
め
の
利
用
が
主
と
な
る
こ
と
が
窺
え
る
。
植
栽
デ
ザ
イ
ン
も
草
花
が
訪
問
客
か
ら
一
定
の
距
離
を
保
っ

て
整
然
と
植
え
ら
れ
て
お
り
、
遊
歩
道
と
し
て
の
側
面
が
強
い
。

こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
使
用
者
が
ど
の
よ
う
に
公
共
空
間
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ハ
イ
ラ
イ
ン
は
観
光
客

や
住
民
が
多
様
な
方
法
で
空
間
を
享
受
し
、
公
共
空
間
の
運
営
・
保
存
に
参
画
し
て
い
る
。
そ
れ
は
空
間
や
ツ
ー
ル
、
残
さ
れ
た
産
業
構

造
物
の
使
用
方
法
が
定
め
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
り
、
様
々
な
参
与
方
法
を
可
能
に
す
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
能
動
的
な
空
間
、
参

与
型
の
空
間
で
あ
る
と
言
え
る
。
し
か
し
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
・
プ
ラ
ン
テ
や
ソ
ウ
ル
ロ
は
比
較
的
受
動
的
な
空
間
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
付
与

さ
れ
た
機
能
や
目
的
を
持
っ
て
作
ら
れ
た
ツ
ー
ル
が
、
そ
の
通
り
に
受
容
さ
れ
得
る
。
こ
こ
に
ハ
イ
ラ
イ
ン
と
の
違
い
が
あ
る
。

こ
う
し
た
工
業
化
時
代
の
産
物
を
活
用
し
た
都
市
計
画
の
有
効
性
は
現
代
に
お
い
て
証
明
さ
れ
て
き
て
い
る
〔
汽
。
北
米
で
は
工
業
敷

地
の
再
利
用
に
対
し
て
国
際
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
が
開
か
れ
[
"
]
、
公
共
空
間
と
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
一
体
化
を
図
っ
た
公
園
を
造
営
す
る

と
い
う
計
画
が
多
く
な
っ
て
い
る
と
、
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
・
ア
ー
キ
テ
ク
ト
の

C
・
ウ
ォ
ル
ド
ハ
イ
ム

(Charis
W
a
l
d
h
e
i
m
)

は
考
察
し

て
い
る
[
門
o

ボ
ス
ト
ン
の
エ
メ
ラ
ル
ド
：
不
ッ
ク
レ
ス
ニ
八
六
O
年
代
）
は
オ
ル
ム
ス
テ
ツ
ド
及
ぴ
パ
ー
ト
ナ
l
の

c.
ェ
リ
ォ
ッ
卜

(Charles Eliot)

に
よ
る
公
園
群
だ
が
、
都
市
デ
ザ
イ
ン
理
論
の

J
・
テ
イ
ト
ム

(]acqueline
T
a
t
o
m
)

の
研
究
に
よ
る
と
、
雨
水
と
下
水
の

氾
濫
解
消
を
中
心
と
し
た
実
用
的
側
面
か
ら
誕
生
し
た
も
の
で
、
当
時
か
ら
既
に
都
市
イ
ン
フ
ラ
に
対
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
構
想
さ
れ
、

公
園
の
外
側
に
、
道
路
と
新
し
い
都
市
域
が
生
み
出
さ
れ
て
い
た
丑
。
オ
ル
ム
ス
テ
ッ
ド
自
身
は
快
適
で
美
し
い
景
観
へ
の
配
慮
が
な

さ
れ
た
自
動
車
専
用
道
路
を
「
パ
ー
ク
ウ
ェ
イ

(
p
a
r
k
w
a
y
)
」
と
し
て
提
唱
し
公
共
空
間
と
接
合
し
よ
う
と
し
た
が
、
現
代
に
移
行
す
る

に
つ
れ
、
交
通
イ
ン
フ
ラ
自
体
が
公
共
空
間
の
中
に
取
り
込
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

ハ
イ
ラ
イ
ン
は
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
整
理
に
一
役
買
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
保
水
、
排
水
、
通
気
の
強
化
や
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象

の
減
少
に
も
力
を
入
れ
る
な
ど
、
環
境
問
題
を
考
慮
に
入
れ
た
エ
コ
ロ
ジ
ー
や
植
物
の
持
続
可
能
性
と
結
び
つ
い
て
い
る
。
植
物
学
者
の

p
.
D
・
ト
レ
デ
ィ
チ

(Peter
D
e
l
 Tredici)

に
よ
る
と
、
都
市
環
境
の
特
性
の
一
っ
は
、
イ
ン
フ
ラ
建
設
・
維
持
に
と
も
な
う
物
理
的
な
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ー

ー

混
乱
で
あ
り
、
土
壌
や
排
水
状
態
の
変
化
、
及
び
建
築
物
造
営
に
よ
る
土
地
の
断
片
化
が
既
存
の
植
物
群
の
生
存
を
不
安
定
な
も
の
に
し

て
い
る
。
特
性
の
も
う
―
つ
が
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
で
、
こ
ち
ら
も
土
壌
品
質
な
ど
を
変
化
さ
せ
、
元
来
の
植
生
に
害
を
与
え
て

い
る
日
。
ハ
イ
ラ
イ
ン
は
こ
の
ど
ち
ら
の
特
性
に
も
対
処
で
き
る
よ
う
に
構
築
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
近
年
、
生
態
系
を
研
究
す
る

「
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
・
エ
コ
ロ
ジ
ー
」
と
い
う
分
野
が
登
場
し
、
都
市
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
に
お
け
る
持
続
可
能
性
と
エ
コ
ロ
ジ
ー
が
取
り

上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
一
定
状
態
に
と
ど
ま
る
こ
と
の
な
い
動
植
物
や
土
地
の
様
子
を
例
に
挙
げ
、

B
・
ミ
リ
ガ
ン

(Brett 
Milligan)
は
「
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
・
マ
イ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う
語
の
使
用
を
提
唱
し
た
邑
。
こ
う
し
た
変
化
を
受
け
、
ラ
ン

ド
ス
ケ
ー
プ
・
ア
ー
キ
テ
ク
ト
の

R
・
ウ
ェ
ラ
ー
（
密
c
h
a
r
d
W
e
l
l
e
r
)

は
、
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
は
「
自
然
と
文
化
の
シ
ス
テ
ム
の
融
合
体
」

に
な
っ
て
き
た
と
構
想
し
て
い
る
[
8
]

。
ハ
イ
ラ
イ
ン
は
、
「
自
然
と
都
市
／
文
化
」
と
い
う
一
九
世
紀
的
対
比
構
造
か
ら
「
自
然
と
都
市

の
融
合
」
へ
の
移
行
、
そ
し
て
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
・
エ
コ
ロ
ジ
ー
と
い
っ
た
現
代
的
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
観
を
そ
の
ま
ま
体
現
し
て
い
る
空

間
な
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
ハ
イ
ラ
イ
ン
で
は
、
歴
史
と
地
域
的
特
性
、
三
次
元
的
構
成
と
視
線
誘
導
、
能
動
型
の
空
間
、
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
な
問

題
へ
の
配
慮
、
持
続
可
能
性
、
そ
し
て
自
然
と
都
市
の
融
和
に
焦
点
が
置
か
れ
、
そ
れ
が
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
都
市
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
を
変

容
さ
せ
て
き
た
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
さ
ら
に
、
ハ
イ
ラ
イ
ン
は
現
在
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
手
を
離
れ
て
一
般
市
民
ら
に
よ
っ
て
運
営
さ

れ
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
ハ
イ
ラ
イ
ン
で
は
常
に
新
し
い
企
画
が
生
み
出
さ
れ
、
刷
新
さ
れ
続
け
て
い
る
。
そ
れ
自
体
で

進
化
し
て
い
く
力
。
こ
れ
こ
そ
が
公
共
空
間
の
持
続
可
能
性
で
あ
り
、
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
の
新
し
い
モ
デ
ル
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

セ
ン
ト
ラ
ル
・
パ
ー
ク
は
「
都
市
か
ら
の
逃
避
」
と
い
う
意
味
に
お
い
て
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
と
都
市
を
二
項
対
立
で
捉
え
、
都
市
に
ラ

ン
ド
ス
ケ
ー
プ
を
位
置
づ
け
て
い
る
典
型
的
な
例
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
現
代
で
は
、
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
と
都
市
を
融
和
さ
せ
、
イ
ン

ー

ー

結
び
に
か
え
て

ー

ー

ー

ー
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註

フ
ラ
や
交
通
手
段
と
一
体
化
さ
せ
た
り
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
と
結
び
つ
け
て
コ
ン
セ
プ
ト
が
立
て
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
ハ
イ
ラ
イ
ン
は
そ

の
最
も
先
進
的
な
例
の
―
つ
で
あ
り
、
工
業
的
な
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
を
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
の
象
徴
と
し
て
い
る
上
で
、
都
市
と
の
融
和
や
工

コ
ロ
ジ
ー
に
主
眼
を
置
い
て
い
る
点
が
現
代
的
で
あ
る
。
二

0
1
0年
に
は
A
S
L
A
(
A
m
e
r
i
c
a
n
S
o
c
i
e
t
y
 o
f
 L
苔
d
s
c
a
p
e
A
r
c
h
i
t
e
c
t
s
 [fl)
に

よ
っ
て
ハ
イ
ラ
イ
ン
の
第
一
セ
ク
シ
ョ
ン
が
、
二

0
一
三
年
に
は
第
ニ
セ
ク
シ
ョ
ン
が
名
誉
賞
を
受
賞
し
た
丑
。
講
評
で
は
、
公
共
ス

ペ
ー
ス
が
ビ
ジ
ネ
ス
空
間
を
生
み
出
す
と
い
う
経
済
的
な
点
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
機
能
す
る
点
で
持
続
可
能
性
が
あ
る
と
判
断
さ
れ

た
。
特
に
二

0
-
0年
に
は
、
都
市
イ
ン
フ
ラ
を
自
然
が
支
配
す
る
と
い
う
メ
ラ
ン
コ
リ
ッ
ク
な
美
し
い
デ
ザ
イ
ン
、
産
業
道
具
を
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
ツ
ー
ル
に
し
た
点
、
そ
し
て
エ
コ
ロ
ジ
ー
の
面
が
評
価
さ
れ
て
い
る
[
苅
]
o

地
域
に
与
え
た
ラ
ン
ド
ス
ヶ
l
プ
的
影
響

の
み
な
ら
ず
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
住
民
の
力
を
活
用
し
た
公
園
の
運
営
管
理
手
法
、
地
域
に
与
え
た
副
次
的
効
果
に
よ
っ
て
、
ハ
イ
ラ
イ

ン
は
常
に
成
功
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
し
て
都
市
を
特
徴
付
け
る
と
い
う
点
で
一
九
世
紀
以
降
の
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
と
同
様
の
役
割

を
果
た
し
つ
つ
も
、
様
々
な
新
し
い
可
能
性
を
付
与
し
、
新
し
い
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
観
を
創
出
し
続
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

佐
藤
紗
良
（
さ
と
う
・
さ
ら
）

京
都
市
立
芸
術
大
学
非
常
勤
講
師
。
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了
。
博
士
（
文
学
）
。

専
門
領
域
は
、
歴
史
的
建
造
物
の
修
復
を
め
ぐ
る
諸
課
題
を
中
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